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内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2020, ５. 
 
湯川達, 三輪治⽣, Î原俊哉, ⼟屋洋省, 杉森慎, ⻄村正基, ⼾塚雄⼀朗, ⼩宮⼭哲史, ⾦⼦卓，杉森⼀哉, 沼⽥和
司, 前⽥慎：化学療法が奏功した膵粘液性嚢胞腺癌の⼀例．第 360回⽇本消化器病学会関東⽀部例会, 東京, 2020, 
７． 
 
原⽥聡, 佐藤健, ⼟屋洋省, 舩岡明宏, 鈴⽊良優, ⼾塚雄⼀朗, ⼩宮⼭哲史, 三輪治⽣, ⾦⼦卓, 杉森⼀哉, 沼⽥和
司, 前⽥愼：ERCP 後重症急性膵炎後の感染性被包化壊死に横⾏結腸穿破を合併し、経⽪的ドレナージにより救
命しえた⼀例．第 360回⽇本消化器病学会関東⽀部例会, 東京, 2020, 7． 
 
Izumi N, Kudo M, Kato N, Hagihara A, Numata K, Aikata H, Inaba Y, Motomura K, Furuse J, Ikeda M, Morimoto 
M, Kuroda S, Kimura A: Cabozantinib in Japanese patients with advanced hepatocellular carcinoma: A Phase II 
multicenter study (Cabozantinib-2003) 抗がん剤による全⾝治療歴を有する⽇本⼈進⾏性肝細胞癌患者を対象
としたカボザンチニブの第 2相試験（Cabozantinib-2003試験）. 第 56回⽇本肝臓学会総会, ⼤阪, 2020, ８.  
 
中⾺誠, 森本学, ⽇⾼央：進⾏肝癌に対する Lenvatinib の病態別の有⽤性に関する多施設共同研究. 第 106回⽇
本消化器病学会総会 シンポジウム 7, 広島, WEB開催, 2020.8 
 
柴橋康平, 鈴⽊良優, ⼟屋洋省, 舩岡昭宏, ⼾塚雄⼀朗, 佐藤健, 三輪治⽣, ⾦⼦卓, 杉森 ⼀哉, 沼⽥和司, 前⽥
愼：Pembrolizumab に伴う硬化性胆管炎に対してステロイド治療を⾏った⼀例．第 117回⽇本内科学会総会・講
演会．内科ことはじめ, 東京, 2020,８． 
 
杉森慎，⾦⼦裕明，前⽥愼：HP除菌後早期胃癌における遺伝⼦変化は HP現感染胃癌と異なるか？．第 106回 
⽇本消化器病学会総会 シンポジウム 8「ヘリコバクター・ピロリ除菌後胃癌の本質に迫る」, 広島, 2020, 8. 
 
三輪治⽣，杉森⼀哉，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，⾦⼦卓，沼⽥和司，前⽥愼：⼩膵癌の画像
診断における造影超⾳波検査の有⽤性．第 106回消化器病学会総会, 広島, 2020, 8． 
 
⾦⼦卓，⼟屋洋省，舩岡昭宏，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，三輪治⽣，杉森⼀哉，前⽥愼，沼
⽥和司：肝⾨部領域胆管癌患者における胆管ステントに関連した⽣存に係わる因⼦の検討．第 106回 ⽇本消化
器病学会総会, 広島, 2020, 8． 
 
杉森慎，平澤欣吾，桑島拓史， 澤⽥敦史，池⽥良輔，⻄尾匡史，福地剛英，⼭⽥博昭，⼩林亮介，⾦⼦裕明，眞
⼀まこも，佐藤知⼦，前⽥愼：新規 PIK3CA変異型⼗⼆指腸腫瘍マウスモデルの作成と PI3K阻害薬効果の検討．



 

 

第 106回 ⽇本消化器病学会総会 ⼀般演題(⼝演)「胃癌 2」, 広島, 2020, 8． 
 
中森義典,池⽥礼,班⽬明,平⼭敦⼤,藤井彩⼦,下⼭義博,⿃⾕建⼀郎,桒原寛,前⽥愼,⽊村英明,国崎玲⼦: 当院におけ
る抗 TNF抗体無効・不耐クローン病に対するウステキヌマブの治療成績. 第 106回 ⽇本消化器病学会総会, 広
島, 2020, 8． 
 
原浩⼆,武⽥篤也,前⽥愼：肝細胞癌に対する体幹部定位放射線治療はラジオ波焼灼療法の代替療法になりえる
か？. 第 106 回 ⽇本消化器病学会総会 パネルディスカッション７「肝癌局所治療における内科と外科の住み
分けと連携」, 広島, 2020, 8. 
 
⽯井寛裕,松岡裕⼈,⼭城謙⼈,芝⼭幸佑,佐藤博紀,濱⼝智美,⾦丸雄志,⼩野寺翔,⻄村正基,萬納寺英⾥,所知加⼦,菱
⽊智,川名⼀朗,前⽥愼：当院での stage0,Ⅰ膵癌の診断⽅法および臨床学的特徴. 第 106 回 ⽇本消化器病学会総
会, 広島, 2020, 8． 
 
杉森慎，杉森⼀哉，前⽥愼：EUS-FNA 検体を⽤いた膵腫瘍に対するゲノム診断の実践．第 99回⽇本消化器内視
鏡学会総会 ワークショップ 1「ゲノム医療における内視鏡の役割」, 東京, 2020, 8． 
 
三輪治⽣，杉森⼀哉，⼟屋洋省：内視鏡的乳頭切除術における，SureClip を⽤いた創部縫縮の有⽤性．第 99回
⽇本消化器内視鏡学会総会 ワークショップ 3「内視鏡的乳頭部切除術の現状と課題」, 東京, 2020, 8. 
 
⼾塚雄⼀朗，杉森⼀哉，⼟屋洋省：炎症性疾患における最先端の内視鏡診療 胆膵 急性胆管炎 悪性肝⾨部胆
管閉塞における、Inside stent留置後胆管炎に対する reintervention の検討．第 99回⽇本消化器内視鏡学会総会 
JGES Core Session 3「炎症性疾患における最先端の内視鏡診療 胆膵 急性胆管炎」, 東京, 2020, 8． 
 
⾦⼦卓，杉森⼀哉，前⽥愼，⼟屋洋省，舩岡昭宏，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，三輪治⽣，沼
⽥和司：胆管挿管困難例における 2 device in 1 channel method の有⽤性．第 99回⽇本消化器内視鏡学会総会, 
東京, 2020, 8． 
 
佐藤健, 杉森⼀哉, 前⽥愼, ⼟屋洋省, 舩岡昭宏, 鈴⽊良優, ⼾塚雄⼀朗, ⼩宮⼭哲史, 三輪治⽣, ⾦⼦卓, 沼⽥和
司：抗⾎栓薬服⽤患者に対するバルーン内視鏡を⽤いた胆膵内視鏡治療の安全性の検討．第 99 回⽇本消化器内
視鏡学会総会, 東京, 2020, 8． 
 
⼟屋洋省, 杉森⼀哉, 前⽥愼, 鈴⽊良優, ⼾塚雄⼀朗, 佐藤健, 三輪治⽣, ⾦⼦卓, 沼⽥和司：胆管内迷⼊ Inside 
Stent を EUS-HGS を⽤いて抜去し得た⼀例．第 99回⽇本消化器内視鏡学会総会, 東京, 2020, 8． 
 
鈴⽊良優，杉森⼀哉，前⽥愼，⼟屋洋省，舩岡昭宏，⼾塚雄⼀朗，佐藤健，三輪治⽣，⾦⼦ 卓，沼⽥和司：悪性
胃⼗⼆指腸閉塞における内視鏡的⼗⼆指腸ステント留置後の re-intervention．第 99 回⽇本消化器内視鏡学会総
会, 東京, 2020, 8. 
 
中⾺誠, 渡邊綱正, 広瀬俊治：進⾏肝癌におけるレンバチニブの有効に関するバイオマーカー，病態別解析. 第



 

 

56 回⽇本肝臓学会総会 パネルディスカッション 3 進⾏肝癌の治療：分⼦標的薬の位置づけ, ⼤阪, WEB ハイ
ブリッド開催, 2020, 8. 
 
中⾺誠：Ｂ型慢性肝疾患における核酸アナログ⻑期投与によるＨＢｓ抗原変化とＴＡＦによる初期成績. 第 56回
⽇本肝臓学会総会（⼀般演題ポスター）「胆管ドレナージ 2」, ⼤阪, WEBハイブリッド開催, 2020, 8. 
 
中⾺誠：肝癌,肝疾患の⻑期予後を⾒据えたトータルマネジメント. 第 56 回⽇本肝臓学会総会 パネルディスカ
ッション 3 肝癌に対する分⼦標的治療および免疫治療, ⼤阪, WEBハイブリッド開催, 2020, 8. 
 
守屋聡：⾼齢者に対するＤＡＡ治療の効果. 第 56 回⽇本肝臓学会総会 セッション 43 Ｂ型肝炎 5 ＨＢＶ5, 
⼤阪, WEBハイブリッド開催, 2020, 8. 
 
野﨑昭⼈：Ｂ型肝硬変に対する核酸アナログ投与の発癌抑制効果における世界地域差について〜メタ解析の結果
〜モーニングセミナー1, ⼤阪, WEBハイブリッド開催, 2020, 8. 
 
⽯川俊太郎：びまん浸潤型胃癌との鑑別に苦慮した肥厚性胃炎を伴う早期胃癌の１例．第 361回⽇本消化器病学
会関東⽀部会 WEB開催，2020, 9． 
 
朝⽐奈光暉，Î原俊哉，⼟屋洋省，⻄村正基，杉森慎，⼾塚雄⼀郎，⼩宮⼭哲史，三輪治⽣，⾦⼦卓，杉森⼀哉，
沼⽥和司，前⽥愼：COVID-19陽性の再発性膵癌に伴う閉塞性⻩疸に対して、内視鏡的胆道ドレナージ術を施⾏
した⼀例．第 361回⽇本消化器病学会関東⽀部例会, 東京, 2020, ９． 
 
前⽥愼：膵臓癌に対するトランスレーショナルアプローチ.第 79回⽇本癌学会学術総会,広島,2020,10. 
 
⾦⼦卓，杉森⼀哉，前⽥愼：超⾳波内視鏡下胆道ドレナージに伴う胆道穿孔・消化管穿孔に対する対処．第 56回
⽇本胆道学会学術集会 ワークショップ 4「ERCP・EUS 関連⼿技に伴う胆道穿孔・穿通に対するトラブルシュー
ティング」, 福岡, 2020, 10． 
 
⼾塚雄⼀朗，杉森⼀哉，前⽥愼，舩岡昭宏，鈴⽊良優，⼩宮⼭哲史，佐藤健，三輪治⽣，⾦⼦卓，沼⽥和司：肝
細胞癌に伴う閉塞性⻩疸に対する内視鏡的胆道ドレナージの有効性と安全性．第 56回⽇本胆道学会学術集会 ミ
ニワークショップ 9「難渋する胆道ドレナージの⼯夫」, 福岡, 2020, 10． 
 
佐藤健，杉森⼀哉，前⽥愼，⼟屋洋省，舩岡昭宏，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，三輪治⽣，⾦⼦卓，沼
⽥和司：術後再建腸管症例におけるショートタイプシングルバルーン内視鏡を⽤いた経乳頭的結⽯除去術の治療
成績．第 56 回⽇本胆道学会学術集会 ミニワークショップ 6「難治性総胆管結⽯に対する治療戦略 1」, 福岡, 
2020, 10． 
 
三輪治⽣，杉森⼀哉，前⽥愼：Vascular evaluation using transabdominal ultrasound for gallbladder polyps．第 56
回⽇本胆道学会学術集会 シンポジウム１（International session）「良悪性鑑別困難な胆嚢疾患の診断と治療」, 福
岡, 2020, 10． 



 

 

 
⼟屋洋省，杉森⼀哉，前⽥愼：EUS-guided Hepaticogastrostomy（EUS-HGS）施⾏後の Recurrent biliary obstruction
（RBO）に対する内視鏡的 Re-intervention の治療成績．JDDW 2020, 神⼾, 2020, 11． 
 
鈴⽊良優，杉森⼀哉，前⽥愼：急性膵炎およびその合併症治療の最前線 当院における急性膵炎後膵周囲液体貯
留に対する内視鏡的治療の現状.  JDDW 2020 ワークショップ 9 「急性膵炎およびその合併症治療の最前線」, 
神⼾, 2020, 11． 
 
⻄尾匡史,平澤欣吾,前⽥愼：潰瘍性⼤腸炎罹患範囲内の腫瘍に対する内視鏡治療の有⽤性・妥当性の検討. JDDW 
2020  JCA-Mauvernay Awards Session, 神⼾, 2020, 11． 
 
⻄尾匡史,前⽥愼,国崎玲⼦：潰瘍性⼤腸炎の炎症範囲内に合併した鋸⻭状病変の特徴. JDDW 2020, シンポジウム
1.（JGES Core Session)炎症性疾患における最先端の内視鏡診療-IBD 関連腫瘍の診断と治療,神⼾, 2020, 11． 
 
三輪治⽣，⼟屋洋省，舩岡明宏，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，⾦⼦卓，杉森⼀哉，沼⽥和司，
前⽥愼：安全かつ効率的な内視鏡的ネクロゼクトミーの⼯夫. JDDW2020, 神⼾, 2020, 11． 
 
沼⽥和司, 王斐倩, ⽥辺美樹⼦, ⼤⾕⽅⼦, 稲⼭嘉明, 中⾺誠, 守屋聡, ⼆本松宏美, 前⽥愼, 中野雅⾏：免疫染⾊
を⽤いた肝細胞癌の病理学的悪性度診断と造影超⾳波所⾒. 第 93回⽇本超⾳波医学会総会 消化器 肝癌 2（WEB
プレゼン）, WEB開催,  2020, 12． 
 
池⽥公史, ⿊崎雅之, 沼⽥和司, 加藤直也, 萩原淳司, 和⽥幸之, 茶⼭⼀彰, ⼤⻄秀樹, ⼭下 ⻯也, ⽊村達, 建⽯
良介, ⼩林正宏, 古賀浩徳, 森本学, ⼯藤正俊：⽇本のリアルワールドにおける切除不能肝細胞癌に対するレゴラ
フェニブ：前向き観察研究（REFINE）⽇本⼈集団中間解析 パネルディスカッション. 第 43 回⽇本肝臓学会東
部会（WEB プレゼン）,  
WEB開催, 2020, 12. 
 
中⾺誠, ⿂嶋晴紀, 沼⽥和司, ⽇⾼央, 広瀬俊治, 加川建弘, 服部伸洋, 松永光太郎, 森本学, ⼩林智, ⼩串勝昭, 
守屋聡, 近藤正晃, 福⽥浩之, ⽥中克明, 前⽥愼：進⾏肝癌におけるレンバチニブの病態別成績と病勢制御に関す
るバイオマーカーの検討. 第 56 回⽇本肝癌研究会 シンポジウム 1 肝細胞癌に対する化学療法の多様性と個
別化, ⼤阪WEB開催, 2020, 12. 
 
中⾺誠, 平岡淳, ⼩林智：超⾼度進⾏肝癌に対する Lenvatinib の治療成績と適応に関する検討. 第 43回⽇本肝
臓学会東部会 パネルディスカッション 3  進⾏肝細胞癌に対する集学的治療：エビデンスとコンセンサス, 盛
岡, WEB開催, 2020, 12. 
 
三輪治⽣，杉森⼀哉，⼾塚雄⼀朗，⾦⼦卓，前⽥愼：Hot Axios の抜去に関する⼯夫とトラブル・シューティン
グ．第 111回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会 ワークショップ, 東京, 2020, 12． 
 
Î原俊哉，三輪治⽣，⼟屋洋省，⻄村正基，⼾塚雄⼀朗，⽮澤慶⼀，澤⽥雄，⾦⼦卓，杉森 ⼀哉，武⽥和永，沼



 

 

⽥和司，前⽥愼：迷⼊した膵空腸吻合部ロストステントを、シングルバルーン内視鏡を⽤いて摘出した⼀例．第
111回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2020, 12． 
 
⼭下啓和，杉森⼀哉，Î原俊哉，⼟屋洋省，⻄村正基，杉森慎，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，三輪治⽣，⾦⼦卓，
前⽥愼：EUS-FNAで診断し得た尿管癌の浸潤による⼗⼆指腸狭窄の⼀例．第 111回⽇本消化器内視鏡学会関東
⽀部例会, 東京, 2020, 12． 
 
⽯井寛裕,鈴⽊悠⼀,川名⼀朗,前⽥愼：良性胆管狭窄に対する胆道鏡診断 ワークショップ 9.急性膵炎およびその
合併症治療の最前線. 第 111回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2020, 12． 
 
澤⽥敦史,平澤欣吾,前⽥愼：出⾎性⼗⼆指腸潰瘍の予後不良例の検討 ビデオシンポジウム 3「胆膵内視鏡診断の
進歩」. 第 111回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2020, 12． 
 
尾関雄⼀郎,平澤欣吾,池⽥良輔,佐藤知⼦,前⽥愼：瘢痕合併⼤腸上⽪性湯⽤に対する Under water法の有⽤性の検
討 "ワークショップ 2「胆膵内視鏡治療の⼯夫とリスクマネージメント」. 第 111回⽇本消化器内視鏡学会関東
⽀部例会, 東京, 2020, 12． 
 
⼩野寺翔,平澤欣吾,⽯川俊太郎,尾関雄⼀朗,澤⽥敦史,池⽥良輔,⻄尾匡史,福地剛英,眞⼀まこも,佐藤知⼦,澤住知枝,
稲⼭嘉明，前⽥愼：ESD にて切除した直腸 MALT リンパ腫の⼀例.第 111回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会, 
東京, 2020, 12． 
 
＜講演＞ 
中⾺誠：肝癌、肝硬変における⻑期予後を⾒据えた治療戦略. 第 12 回横浜市⻄部消化器病連携セミナー, 横浜, 
2020, 2. 
 
中⾺誠：肝癌，肝疾患の⻑期予後を⾒据えたトータルマネージメント. 第 56回⽇本肝臓学会総会モーニングセミ
ナー, ⼤阪, WEBハイブリッド開催, 2020, 8. 
 
中⾺誠：肝がんに対する⾎管塞栓術および局所療法. 肝がん撲滅運動市⺠公開講座, 横浜 WEB ハイブリッド開
催, 2020, 9. 
 
沼⽥和司：当院における LEN-LRT Sequential 療法の現状. 肝癌 Expert Meeting - New Paradigm of Treatment 
Strategy - ,WEB開催, 2020, 10. 
 
沼⽥和司：腹部領域の超⾳波検査 〜新型マイクロコンベックスを⽤いた診断から治療まで〜, ⽇⽴ web セミナ
ー, WEB開催, 2020, 10． 
 
中⾺誠：肝疾患の⻑期予後を⾒据えたトータルマネージメント. 横浜市中南区消化器疾患の地域連携, 横浜WEB
ハイブリッド開催, 2020, 10. 
 



 

 

佐々⽊智彦：コメディカルと考える潰瘍性⼤腸炎の治療,IBD（炎症性腸疾患）メディカルケアミーティング in 
YOKOHAMA,横浜,2020,10. 
 
中⾺誠：Biomarkerから紐解くレンバチニブの可能性. 第 22回⽇本肝がん分⼦標的治療研究会共催セミナー, ⾦
沢, WEBハイブリッド開催, 2020, 11. 
 
中⾺誠：原発性胆汁性胆管炎. 市⺠公開講座, 横浜, 2020, 11. 
 
沼⽥和司：⾎⼩板減少症合併の慢性肝疾患患者に対する 7 ⽇間のルストロンボパグ治療〜フェーズⅢb試験. WEB
講演, 横浜, 2020, 12. 
 
＜研究助成⾦＞ 
近藤 正晃（代）：肝細胞死により誘導される癌幹細胞化と癌悪性化のメカニズム．令和元年度科学研究費助成事
業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,195万円 
 
佐藤 健（代）：上⽪-間葉転換を介した膵臓癌進展メカニズムと治療標的への可能性の検討．令和元年度科学研
究費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,208万円 
 
芝⽥ 渉（代）：臨床検体の網羅的遺伝⼦解析による胃癌不均⼀性メカニズムの解明．令和元年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,117万円 
 
前⽥ 愼（代）：エピジェネティックな変化を基盤とする新規胃発癌モデルの構築．令和元年度科学研究費助成事
業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,195万円． 
 
⼟屋洋省，杉森慎，杉森⼀哉，前⽥愼：新規 PI3K亢進型肝内胆管癌マウスモデルの構築と、PI3K阻害薬の臨床
応⽤に向けた基盤研究．⼀般財団法⼈横浜総合医学振興財団 わかば研究助成, 2020(令和２年度), 50万円． 
 
杉森 慎，澤⽥敦史，⾦⼦裕明，平澤欣吾，前⽥愼：内視鏡検体と新規マウスモデルを⽤いた⼗⼆指腸腫瘍の統
合的解析．⼀般財団法⼈横浜総合医学振興財団 わかば研究助成, 2020(令和２年度), 50万円． 


